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［軍野口  

年金記録問題に関する今後の対応（骨子）  

平成20年1月   

政府・与党とりまとめに基づく対策の着実な推進  

○ 昨年7月に政府■与党として、本年3月までを目途   
として実施することを約束したことは、  
・「5000万件の未統合記録」と「受給者3000万人・加  
入者7000万人の記録」とをコンピュータ上で突き   

合わせをし、その結果、記録が結び付く可能性があ  
る方々へお知らせすることであり、  
・これは予定どおり進められている。  

（「ねんきん特別便」送付件数（1月22日現在）＝約73万人分送付済）  

○ この点について、以下の「お一人お一人の記録を正   
確なものとするための対応」と併せて、国民に対して、   
丁寧でわかりやすい説明を重ねるとともに、関係閣僚   
会議を原則として毎月開催し、対策を推進する。   

お一人お一人の記録を正確なものとするための対応   

（1）お一人お一人へのアプローチ  

確実に年金をお支払いしていくためには、お一人  
お”人の年金記録を正しいものとしていくことが必  

要であり、「受給者3000万人一加入者7000万人」に  
送付する「ねんきん特別便」による確認を通じて、  
未統合の記録も縮減されていく。  

「今後解明を必要とする記録」（推計1975万件）  

についても、統合を着実に進めていくためには、何  
よりも国民お一人お一人にご自身の記録を確認して  

いただくことが重要であり、これにより記録の統合  
が着実に進められる。   



① このため、「受給者3000万人・加入者7000万人」   

に送付する「ねんきん特別便」について、市町村、   
経済団体、企業、労働組合等との協力・連携の下   

に、記録確認の周知徹底、相談体制の確保等を国   

を挙げて展開することを中心として、末続合記録   
の縮減を図る。  

なお、本年2月から3月までの間を集中キャン   
ペーン期間と位置づけ、広報や企業、市町村等の   

協力等を通じて、旧姓での履歴の申出の徹底を図   
り、記録の統合を進める。  

また、特別便の発送状況を踏まえつつ、社会保   

険事務所等における相談体制等の充実に引き続き   
努める。電話や来訪による照会や相談において、   

より具体的な情報を提供するなどにより、より積   
極的に記憶の呼び起こしを働きかける。  

② 特別便が住所不明で戻ってきた方については、   

市町村や企業の協力による住所調査等を行い、送   
付する。また、未回答の方については、3カ月後   
を目途に順次はがきにより記録の確認をお願いす   

る。回答をいただけない方についてはさらに、そ   

の3カ月後を目途に記録の確認をお願いするな   

ど、徹底した対応を図る。  
③ 訂正なしの回答については、優先度が高いと思   

われるものについて、電話や訪問による入念的な   

照会を実施する。  

④ さらに、加入履歴のチェックポイントを分かり   
やすく示した注意喚起の資料を新たに特別便に折   
り込む。  

（2）記録の解明からのアプローチ  
5000万件の末続合記録については、これまでの作   

業により全体像を明らかにしたところである。その   
成果を踏まえ、今後、解明を必要とする記録につい   

て、   



① 住基ネットでの調査による特定  
② 「漢字力ナ変換記録」、「転記ミス等による不備  

記録」の補正とコンピュータ記録による調査  
等の記録の徹底解明にも早期に着手し、順次、絞り  

込みを進める。   

3 年金記録確認第三者委員会の対応  

○ 年金記録確認第三者委員会においては、あっせん事   

例集の整備等により各坤方委員会の迅速な処理の推進  
を図るとともに、審議チームの約50増など一層の体  

制強化を講ずること等により、処理件数の大幅な増加  
を図り、本年3月末までに申し立てられた事案につい  

ては、．概ね1年を目途に処理を終えることとする。   

4 対策全体の進捗状況等について、関係閣僚会議等を通   
じて公表する。   



平成20年1月24日  

年金記録問題に関する今後の対応   

年金記録問題については、平成19年7月5日の政府・与党とりまとめにおいて、  

本年3月までを目途に、「5千万件の末続合記録」と「受給者3000万人・加入者  

7000万人の記録」をコンピュータ上で突き合わせし、その結果、記録が結び付く  

可能性がある方々へお知らせすることをはじめ、一連の具体的な対策を掲げ、以  

後、これに沿って、昨年12月17日から「ねんきん特別便」の発送を開始するなど、  

着実に取組を進めてきた。こうした点について、関係閣僚会議の開催等を通じて、  

引き続き国民に対して、丁寧な説明を重ねていく。   

また、政府・与党においては、国民の立場に立って記録の訂正を行うための「第  

三者委員会」の設置、記録が訂正された場合に5年以上前の年金も全額支払うこ  

とを可能にする「年金時効特例法」の成立など、国民の安心を確保するための枠  

組みの整備を図ってきたところである。   

さらに、これまでの取組の結果、5千万件の末続合記録の全体像も明らかとな  

ったところであり、今後、その成果を踏まえ、以下により、「お一人お一人へのアプロ  

ーチ」及び「記録の解明からのアプローチ」の両面から記録の統合等を進めるなど、  

引き続き、政府を挙げて計画的な取組を推進する。  

1．お一人お一人へのアプローチ   

平成20年3月までの「ねんきん特別便」を契機とする第1段階と、すべての受  

給者・加入者に「ねんきん特別便」を送付する第2段階で展開する。  

特に、今後解明を必要とする記録（推計1，975万件）についても、何よりも国民  
お一人お一人にご自身の記録を確認していただくことが重要であり、これにより、  

「婚姻等により氏名を変更したと考えられる記録」、「転記ミス等による不備記録」  

をはじめ、記録の統合が着実に進められることになる。   

このため、すべての受給者・加入者に「ねんきん特別便」を送付する第2段階で  

は、市町村、経済団体、企業等との協力・連携の下に、国を挙げた体制で年金記  

録の確認等を推進し、記録の統合等を進める。  

（1）言弓畢が結び付く可能性のあ掛の「ねんき卿  

平成20年3月までに、「5千万件の末続合記録」と「受給者3000万人■加入   

者7000万人」の記録のコンピュータ上での突き合わせ（氏名・生年月日・性別   

の3条件により実施）を行い、その結果記録が結び付く可能性のある方への「特   

別便」の送付を、確実に実施する。  
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（2）すべての年金受給者及び現役加入者の方への「ねん  きん特別便」   

（1）以外のすべての年金受給者と現役加入者の方々に、「特別便」をお送りし、  

（1）と合わせて「受給者3，000万人・加入者7，000万人」のお一人お一人に記   

録を確認いただき、記録の正確性を確保するとともに、着実に末続合記録の減   

少等を図る。その際、市町村、経済団体、業種別団体、企業、労働組合等の   
協力を得て、きめ細かく記録確認の周知徹底を図る。  

（3）相談体制の充実とより積極的な対応、分かりやすし†注意喚起   

「特別便」の発送状況を踏まえつつ、社会保険事務所等における相談業務   

従事者を、現在の4，500人体制から、まず、①臨時相談窓口を約1，000席新   

設、②社会保険庁OB、社会保険労務士等の経験者を約1，600人配置するな   

ど、相談体制等の充実に引き続き努める。また、電話や来訪による照会や相談   

において、より具体的な情報を提供するなどにより、より積極的に記憶の呼び起   

こしを働きかける。  

さらに、加入履歴のチェックのポイントを分かりやすく示した注意喚起の資料を   

新たに「特別便」に折り込む。なお、既に発送した方についても、追加送付する。  

（4）未到達・未回答の方への対応   

「特別便」が住所不明で戻ってきた方については、市町村や企業の協力によ   

る住所調査等を行い、「特別便」を送っても未回答の方については、3カ月後を   

目途に順次はがきにより記録の確認をお願いする。【司答をいただけない方につ   

いてはさらに、その3カ月後を目途に記録の確認をお願いするなど、徹底した対   

応を図る。  

㈲「言丁正なし」の回答への対応   

「訂正なし」の回答については、基本的には信頼し尊重するが、内容からみて   

優先度が高いと思われるものについて、電話や訪問による入念的な照会を実   

施する。   

（6）旧姓での履歴の申出の促進   

今後解明を必要とする記録（推計1，975万件）の中に多く含まれると見込ま  

れている「婚姻等により氏名を変更していると考えられる記録」について、着実  

に記録の統合を図るため、広報や企業、市町村等の協力により、旧姓での履歴  

の申出の徹底を図る。   
特に、本年2月から3月までの問を「旧姓履歴の申出集中キャンペーン期  

間」と位置付け、申出及び記録の統合の促進を図る。  

（7）市町村、  経済団体、企業等の協力・連携  

「特別便」の送付等に対応し、上記の記録確認の周知徹底に加え、相談体  

制の確保、内容・手続等に関する広報、記録統合申請手続の代行等について、  

市町村、経済団体、企業、社会保険労務士等との協力・連携の下に、国を挙げ  

た体制を確保し、万全を期す。   



2．記録の解明からのアプローチ   

5千万件の末続合記録については、これまでの作業により全体像を明らかに  

したところであり、その成果を踏まえ、上記の「お一人お一人へのアプローチ」に  

加え、以下により、「記録の解明からのアプローチ」による解明を進め、順次絞り  

込みを進める。この取組は、可能なものから直ちに着手し、20年度に集中的・  

計画的に進める。   

① 住基ネットでの調査による「基礎年金番号を有していない生存者」及び   

「死亡者（5年以内）」の特定   

②「漢字力ナ変換記録」、「転記ミス等による不備記録」の氏名補正、これ  

に続くコンピュータ記録による調査   

③「婚姻等により氏名を変更したと考えられる者の記録」、「既に給付に反  

映済みと考えられる記録」のコンピュータ記録による調査  など   

＊ なお、これらにより本人の特定等が困難なものについても、更に可能な限り、過去  

に勤務していた事業所や過去の住所の所属する市町村への照会を通じて、解明作  

業を継続する。  

3．その  

（1）5千万件の記録以外に、7月5日の決定に盛り込まれた厚生年金旧台帳・船   

員保険旧台帳の記録（「1，430万件」「36万件」）への対応については、スケジュ   

ールに従い、20年5月までを目途に、コンピュータ入力作業を行った上で、1億   

人の記録と突き合わせを行い、記録が結び付く可能性がある方へのお知らせを   

行う。  

＊「1，430万件」「36万件」とは、それぞれ、昭和29年以前に退職した厚生年金加入  

者、昭和25年以前に退職した船員保険加入者の記録。使用頻度が低いとしてコン  

ピュータ入力されず、マイクロフィルムで管理されている。  

＊ これらの記録は69歳以上の方の記録であり、1億人の方の記録と結び付く割合は  

低い。  

（2）8億件超に上る紙台帳（マイクロフィルムを含む）とコンピュータ記録（基礎年   

金番号で管理されているものも含めた全体の記録）との突き合わせについては、   

実効性・効率性を考慮し、優先順位を付けて計画的に進める。  

＊ 20年度の取組  

・特例納付など複雑で特殊な記録で優先度の高い「国民年金特殊台帳」の突き合  

わせを行う  

・市町村が保管する「国民年金被保険者名簿」については、具体的な実施方法の  

検討や、実施のための準備作業を進める  

・「厚生年金被保険者名簿」については、19年度に行うサンプル調査の結果を分  

析し、優先順位や効率的な実施方法の検討を行う   



三者委員会の事案処理の強化  

（1）当面の審議の促進  

年金記録確認第三者委員会においては、昨年秋以来、委員を338人から5   

38人へ増員、事務局職員を468人から877人へ増員、審議チームを54チー   

ムから118チームに増やすなど体制の拡充を行ってきたところであり、さらに、   

あっせん事例集の整備等を行うことにより、各地方委員会の迅速な処理の推進   

を図り、処理件数の大幅な増加を図る。  
また、更に処理のスピードアップが必要な地域（大都市を抱える都道府県15   

カ所程度）の一層の体制の強化（審議チームを約50増）に早急に取り組む。  

（2）本年4月以降の取組み  

上記の審議促進策を踏まえ、本年3月末までに申し立てられた事案について   

は、概ね1年を目途に処理を終えることとする。   

また、本年4月以降に申し立てられる事案については、①第三者委員会送付   

前の社会保険事務所段階における処理促進、②社会保険労務士の協力をも   
得つつ、申立てに関する相談・調査の充実、③申立件数を勘案した一層の体   

制強化等を講じることにより、迅速な処理を進める。  
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これらの取組の進捗状況について、関係閣僚会議の開催等を通じて毎月公   

表するとともに、可能な限り早期の記録統合を目指し、あらゆる手段を尽くして   

最後まで最大限の努力を継続する。   
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年金記録問題に対する今後の対応  

サンプル調査の実施  
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年金記録問題への国を挙げての対応体制   

年金記録問題について、 「ねんきん特別便」の送付を通じた国民による確認により解消を  

図る。このために、「ねんきん特別便」が国民に着実に届けるための体制、「ねんきん特別  

便」を受け取った国民の疑問や不安に応えるための手厚い相談体制を、自治体、企業等と  

も連携し、ご協力を得ながら、国を挙げての体制で取り組む。  

1．社会保険事務所等への相談対応要員等の派遣   

「ねんきん特別便」発送に伴う国民からの相談に対し、十分な体制を構築する。このた  

め、年金事務に携わった経験のある社会保険庁OBとともに、専門家である社会保険労務  

士の支援を求める。   

①社会保険事務所、年金相談センター及び巡回相談において、来訪者   

からの「ねんきん特別便」の記載内容、年金加入記録照会票により   

申請された加入記録の相談、その他一般的な年金記録に関する照会   

への対応要員の社会保険労務士会からの派遣を要請する。  

②社会保険事務所等において、社会保険庁職員を年金記録確認・調査   

に再配置したことに伴い生ずる他の業務（医療保険の適用、保険料   

徴収等）の補完を行う臨時職員の社会保険労務士会からの派遣を要   

請する。  

〔全国社会保険労務士会  

連合会、  

都道府県社会保険労務士  

会〕  

2．巡回相談の実施   

身近な場所で年金相談を受けられるように、社会保険庁が巡回相談を充実する。その場  

として、市町村役場、商工会議所会館等を想定し、巡回相談（出張相談）をきめ細かく行  

う。  

○社会保険事務所による巡回相談の実施に際し、開催場所の提供、開   

催業務支援、巡回相談実施についての広報等を行う。  

〔日本経済団体連合会、日  

本商工会議所、全国商工会  

連合会、市町村〕  
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3．年金記録問題についての一般的な相談実施   

「ねんきん特別便」を受け取った国民に対し、特別便が送られている趣旨、「ねんきん特  

別便」に記載されている内容の解説、漏れている記録の申請手続等について、国民の身近  

な場所でも情報提供を受けることができるようにする。   

高齢者や障害者等については、福祉関係団体を通じて、本人又はその家族に対する情報  

提供を行う。   

事業所、市町村又は福祉団体等が、国民に情報提供をするために必要な情報は、社会保  

険庁が説明会を開催し、提供する。  

①事業所の社会保険委員の活用などにより、「ねんきん特別便」の趣〔日本経済団体連合会、日   

旨、必要な手続、記載内容等や年金加入記録照会票への記載事項、本商工会議所、全国商工会   

留意点等について、来訪者に対する情報提供を行う。  連合会、全市町村〕  

※市区町村の場合には、社会保険事務所とのホットラ 

②「ねんきん特別便」が送付された入所者又はその家族に対して、記〔全国老人福祉施設協議   

載内容、手続等についての情報提供を行う。  会等福祉関係団体〕  

※施設職員に対する説明会を社会保険事務所において実施。併せて、   

各施設における一般的な年金相談の実施を検討。  

4．ねんきん特別便の送達等   

国民一人一人の年金記録を着実に確認するために、「ねんきん特別便」が国民にできる限  

り確実に届くような体制を構築する。また、事業所及び市町村の協力を得て、宛先不明で  

返送されてきた「ねんきん特別便」も送付対象者に着実にお届けするための最大限の努力  

をする。  

〔日本経済団体連合会、日  

本商工会議所、全国商工会  

連合会、共済所管省・共済  

組合等〕  

①宛先不明により「ねんきん特別便」が返送されてきた場合において、   

送付対象者の現住所を、従業員情報（経済団体の場合）又は住民情   

報（市町村の場合）により確認する。  

②全被保険者に送付する「ねんきん特別便」のうち、被用者年金被保   

険者分について、事業所経由で送付する。【20年6月から】   

③結婚等により姓名が香わったのにも関わらず、年金記録上の氏名が   

旧姓のままとなっている従業員・国民への働き掛けを集中的に行う。   

（2月～3月を申出集中期間とする。）   

④無年金者に対し、介護保険料の納入通知送付の機会に、年金記録確   

認の注意喚起を併せて行う。【20年6月目途】  

〔日本経済団体連合会、日  

本商工会議所、全国商工会  

連合会、全市町村〕   

〔市町村〕  
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5．記録照会・統合の手続き   

全員通知の「ねんきん特別便」の発送に伴い、国民から申請される記録の漏れ等につい  

ては、事業所等を経由することにより、国民の利便性を高めるとともに、効率化を図る。   

また、ITの専門家を社会保険庁に集め、今後解明すべき記録の解析及びそれに必要な  

システム開発を行う。  

①全被保険者に送付する「ねんきん特別便」のうち、被用者年金被保   

険者分について、記録統合申請を事業所ごとに一括し、申請の代行   

を行う。【20年6月から】  

〔日本経済団体連合会、日  

本商工会議所、全国商工会  

連合会〕  

②「ねんきん特別便」が送られた年金受給者について、希望者の「年   

金加入記録照会票」を、その者に代わり一括して社会保険事務所に   

提出する。   

③認知症の年金受給者に係る年金記録の確認・手続等につき、入所・   

入居している施設を通じて家族や後見人に情報を提供する。  

④視覚障害者の方への「ねんきん特別便」の音声や点字による周知や   

広報を行う。   

⑤今後解明すべき記録に係る解析システムの開発及び解析に関し、I   

Tの専門家を社会保険庁に派遣する。  

⑥社会保険庁に派遣するITの専門家の増強を要請する。  

〔協力をいただける市町  

村〕  

〔全国老人福祉施設協議  

会、日本盲人連合会等福祉  

関係団体〕  

〔日本経済団体連合会〕  

6．広報・情報提供   

国民に、正しい情報を適正に伝える。  

O「ねんきん特別便」の趣旨、見方、手続等について、広報資料を共   

同して作成する。  

〔市町村〕   
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「ねんきん特別便」（平成20年度送付分）の送付から回答までの流れ（案）  説明用資料  

匡卜欄刷蝕粕淵闇・iせし軍）  

】1主宰玩庁でnかつていゎぁⅡ吉の年金歳【1  

は蒸のとおりてす．‾もれ▼＼ら「閏■い＿び  

払l机1ガに方ttかめください．戻kい訪島T  

ない1岩含も、必すこU已を和いし諌す．   

℡払菰巧讃Fこ1J，薗生年墓の㈹月払  

山代年如檎l」・和広【＃pなJご嘘お示しでさて  

い才セんので．少しでもこb取分あ乙乃lユ、  

ユ⊥皇鵬填撃嘗椚軌二刀吼l帥亡く疋七い．  

すべての年金受給者・被保険者  
（5千万件の末続合記録との突合せ  
の結果、既に平成19年度に送付  
した方を除く。）に送付し、ご自身  

の年金記録に「もれ」や「間違い」  
がないか十分に確認いただき必ず  
回答をお願いする。  

¢・ ●■  篭歪  鍾袖ノ入イ爪絶ユニP八州占8零    電■雛d応し′仁叫りd    ¢キ愕牛糞ったけ月⊂    甥去  

｛■⊥  ・〇＃三±主托■   噌l】   鵬  ■◆■■lヽ  

椚二刑  昔l▼監h   三詰⊥l  h」三訟．1ニノごJ  山    町人■■  

l   l■■  

l柁〇打託人■釈し一項モ：  

【  k」＿れよ1はっUJ占  

1小■■層二t，山封㍉’ビl掴も）  

鴬この方J三1らせの卿ついて一よリーフレットのフページミこ貫＜ださい．  

◆ 第1号、第3号被保険者の方は、   
本人に直接送付する。  

◆第2号被保険者（厚生年金の被保険  
者、共済組合の加入者）の方には、原  
則として、勤務先を通じて送付する。  

＋耶屈服㌧澗   



ねんきん特別便 送付用封筒イメージ  

【表】  

回答する前に、よくわからないことがあれば、  

必ず、社会保険事務所にお越しいただくか   

「ねんきん特別便専用ダイヤルJに  

お電話ください。  
簡L O570－058－555   

※全国の社会保険労務士会でも相談窓口（無料）   
を開設しております。  「ねんきん特別便」です。  

あなた様の年金加入記録をお届けいたします。  
「もれ」や「間違い」があるかもしれません。  
十分お確かめいただいた上で、  
必ず、ご回答をお願いいたします。  

社会保険庁社会保険業務センター  
〒168－8505 東京都杉並区高井戸西3丁目5蓄別号  

【裏】  
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（年金受給者編）   

ねんきん特別便 年金記録のお知らせ（案）  

社会保険庁でわかっているあなたの年金記録  

は表のとおりです。「もれ」や「間違い」が  

ないか、＋矧こお確かめ＜ださい。ある場合も、  

ない場合も、必ずご回答をお願いします。   

なお、表の記載では、厚生年金の標準報酬月額、  

国民年金の納付・未納の詳細などはお示しできて  

いませんので、少しでもご心配のある方は、  

社会保険事務所等にお問い合わせ＜ださい。  

（宛名部分）  

・作成年月日  年  月  日  （あなたの加入記録）  

② 番号  ③加入 制度  ④お勤め先の名称または共済組合名等   ⑤資格を取得した年月日    ⑥資格を失った年月日    ⑦加入 月数  

⑧国民年金  ◎厚生年金保険   ⑩船員保険  
⑪年金加入  

納付済 全額免除   4分の3 半額免除 4分の1 学生納付  期間合計  
計  加入月数 （基金）  加入期間 （基金）  加入月数   加入期間  月数  月数   免除月数  月数  免除月数 特例月数等        （⑧＋◎＋⑱）  

国民年金の加入月数の合計  

⑫共済組合等加入月数  ⑱合計加入期間（⑪＋⑫）      ※遺族年金を受けておられる方には、ご自身の「ねん  
きん特別便」とは別に、遺族年金の基となっている亡く  
なられた方の加入記録を記載した「ねんきん特別便」を  

送付することとしています。  

⑭備考欄（特例扱いの期間等）   

※このお知らせの見方については、リーフレットの2ページをご覧ください。  
ソ′】〈   ：A4  
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年金加入記録回答票  

診お送りしたすべての方にご 垣答をお願いします∧  
奉いl＝ ご   ロr   冠 

診ご記入いただいた内容lこついては秘密を守りますn  

l・はじめに、下の太枠内にご記入ください0   （提出年月日 平成 年 月  
必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

稲越巌紺 宣」  
（フリカナ）  

氏名  
年  月  日   

男  

生年月日   ：  女   

現住所  
T  

電話番号  ご自宅  （  ）  ご自宅以外  （   ）   

代理人氏名  代理人連絡先  （  ）   

代理人住所  

2．お知らせした年金記録の内容に、「もれ」や「間違い」がありますか。  
（＋分にご確認いただき、該当する方に○を記入して＜ださい∧）  

① 「もれ」や「間違い」がある（→3．4．にお進みの上、裏面を必ずご覧＜ださい。）  

② 「もれ」や「間違い」が査立1（→4．にお進みの上、同封の返信用封筒でご返送＜ださい。）  

．上の2．で①を選んだ場合は、追加すべき記録の内容や、修正すべき記録の内容を記入して＜ださし   
（わ力＼る範匪lでご記入＜ださいハ）  

（フリガナ）  エお勤め先の所在地または国 民年金に加入していた当時  オ勤務期間または  ア該当  
ウお勤め先の名称または  

国民年金加入期間   
カ年金手帳の記号番号  

番号   
共済組合名等   の住所  

当時の旧姓  

国厚  年 月 日から  

船共  年 月 日まで  

国厚  年 月 日から  

船共  年 月 日まで  

国厚  年 月 日から  

船共  年 月 日まで  

．平成8年12月以前に、結婚などで姓が変わった方で も年金に加入しノたこと   

†ある方は、その旧姓と姓が変わった年月をご記入＜ださい  

（フリガナ）  

姓が変わった年月  

旧姓  年   月   

（フリガナ〉  

姓が変わった年月  

旧姓  年   月   

（注）3．及び4．について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに   
ご記入ください。  
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回答票裏面（受給者）  

「回年釦口入記録回答票」は、お送りした加入記録に「もれ」や  
「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご記入の上、  

O「もれ」や「間違い」が’’ある’’場合は、  
お近＜の社会保険事務所または年金相談センターヘお越しください。   

※社会保険事務所などへお越しいただけない場合は、「ねんきん特別便専用ダイ  

ヤル」へご連絡＜ださい。（郵送による手続方法をご案内します。）  

O「もれ」やイ間違い」が”ない”場合は、  
同封の返信用封筒でご返送ください。  

⊂ ご質問・お問い合わせ   

※ 休日明けやお手元にお知らせが届いた直後は混み合うことがあります。  

※ 今回のお知らせでは、厚生年金の標準報酬旧額や国民年金の納付・未納の詳細などはお示しできて   

いません。少しでもご心配のある方は、社会保険事務所等へお越しいただくか、上記の「ねんきん   

特別便専用ダイヤル」ま≡たは全国の社会保険労務士会にお問い合わせください。   

社会保険庁ホーームページでも「ねんきん特別便」に関するQ＆Aを掲載しておりますので、併せて  

ご利用ください。  

社会保険庁ホームページ http：／／www．sia．go．jp／  
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必ずこ確認・こ回答をお願いします   

この度の年金記録をめぐる問題について、心よりお詫び申し上げます。一刻も早＜  

皆様の年金記録を正しいものとするよう、最善を尽＜してまいります。   

社会保険庁がでわかっているあなたの年金記録をお知らせします。   

サ山さ遮りした加入E■亡E■も九が払 、か．モー内暮に■」札lが一札l九＋合にこ暮t  

ご協力をおl■い申し上げ生す【  

厚生労働大臣（大臣のサイン）  

加裁記録め確認め流約  

圭を療卸扉唇渡海抽  

年金加東詫軸内容に 
‡J≡「もれ」Jせ華間遠組二魁偉脊   

年余評睾弄お持ちになれ．お折＜の計会保障董  同封の；反イ言用封笛で；二；反三夫＜ださい．   

務所または迂余相談セリ勺－でお手続き＜だ  
さ山‘」  

・回答する前に、わからないことや疑問な点力軌£  
必ずお近くの社会保険事採所または年金相談センター   

・社会保険事務所などへお越しいただけない場合  にお越しいただ＜か「ねんきん特別便専用ダイヤル」   
は、「ねんきん特別便専用タイヤノ山へこ連絡＜だ  にお電話＜ださい。  

さい（郵送による手続方法をこ案内します。）  

※ 休日明けやお手元にお知らせが届いた直後は混み合うことがあります。  

※ 今回のお知らせでは、厚生年金の標準報酬月額や国民年金の納付・未納の詳細などはお示しできて   
いません8少しでもこ心配のある方は、社会保険事務所等へお越しいただくか、上記の「ねんきん   
特別便専用ダイヤル」または全国の社会保険労務士会にお問い合わせください。   

社会保険庁ホームページでも「ねんきん特別便」に関するQ＆Aを掲載しておりますので、併せて  
こ利用ください。   

社会保険庁ホームページ http：／／www．sia．go．jp／  
」 ＿＿▼＿  

－6－  
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［司「団馳きん特別便年金記録のお知らせ」の見方  

拝金を受け始めた後の厚生年金などの加入記録について  

団ねんきん特別便年金記釦お知らせ  
今回のお知らせでは、現電受けておられる年金静   

18ト9999  社会保険庁でわかっているあなたの年金記録  

※咽ね妄這こJ這去妄言表  
は表のとおりです。「もれ」や「間違い」力†  

東京都杉並区高井戸南  ない机十分にお確かめください。ある場合も、  
そのため、年金を受け始めた後にも働かれ、厚生年金・  

／‾′l斗‾∠1  
についての加入期間をお知らせしています。  共翠制度に加入中で奉る環合に臥年金を受け始めた後   

のお知ちせ」の太枠内の加入記録  
ない場合も、必ずこ回答をお願いします。  
なお、表の記載では、厚生年金の標準報酬月額、  の加入記録は記載されていません。その記録は、  

年金 花子 横  国民年金の納軒未納の詳細なとはお示しできて  退職後に年金矧こ反映されます。   
を十分にご確認ください。  いませんので、少しでもこ心配のある方は、  

赤字の（き伍）⑤は、特に  
432109876543   社会保険事務所等にお問い合わせください。  ⑥欄（資格を失った年月日について）  

年金制度に加入しなくなった年月日（退職した巳など  
ご確認いただきたし、ポイントです。  ①茎隠年金番号  の翌日）を表示しています。  

1234－567890 

欄・⑥欄（日付の空欄について）  

④欄（お勤め先の名称などについて）  共済制度で、月単位で記録を管理している場合は、日付  
は空欄となっています。  

◆・ヰ厚隼年毎旗降」∴「野草味暁」と宰かれて  
い鼻場合は∴お勤ぬ尭が登録されそいない 

＿＿．  厚生年金基金について 
借合です云 

114   

◆共済組合名は記鯨の管理上、二乗際の所属と  厚生年金加入期間のうち 厚生年金基金に加入していた   
異な卒業済組合各こニニ支部藍が表示される場合  昭和46．10．1  昭和58．10．1   144  期間です。  
がありま女．  
∴（年金額壷定上峰惑警ありこません。） 【厚生年金基金についてのお問し1合わせ】   

加入期間が1α年来満で脱退された万  

⑧欄（国民年金の納付状況について）  
→企業毎会連合芸  

（年金相談   

◆右の例の場合に払未綱の局数は74ケ月と  平成10．4．．1二  

なりますム  
が10年血卜で脱退された方と  

・現在加Å座の万  
→お勤め先（またJ享当時のお勤め先）に確認の  

‾‾‾‾ 
つス、各厚生年金基金へお問い合わせください。  

【右め例の場合】  

1■68カ月－94カ月ニ74カ月  

⑧～⑱欄（加入記毒針こついて）  

n  

国民年金の納付済月数および厚生年金・  
船員保険の加入月数の合計をお知らせして  

はお示しできていません。また、国民年金の  

います。  
273  納付・未納の全体状況は⑧欄でわかりますが、  

l  その詳細はお示しできていません。  
※標準報酬月嶺：保険料などを計算するために、月給を  

⑨欄・⑩欄（加入期間について）  2申1   ”  一定の幅で区分した金硫に当てはめたものb  

坑内卑∴（厚生年垂）了船員∴（船員保瞑）で  ⑭備考欄（特例扱いの期間等）  
ー≡・・一一書‾g■＝b  

あった方については、特例による計算の結果、  の社会保険事務所へお越しいただくか、「ねんきん   

加入額闇ガ寒際の加入月数より長くなって  特別便専用ダイヤル」または全国の社会保倹  
いる場合があります。  労務士会にお問い合わせください。  



「匡I年金加入記録回害票」の記入晩  

年金加入記録回答票  
ア欄…お知らせした記録に誤りがあると思われ   

る場合臥該当する記録の番毒、（加入記録   

の②欄の番号）を記入して＜ださい。追加  

の場合ほ空欄で結構です。   

イ欄・‥加入じていた制度を○で囲んでください。   

り欄‥・お勤め先の名称（本社、支社、本店、  
支店、営業所、工場等の名称についても）  
奪できるだけ詳しく記入してください。  

国民年金の場合は、記入の必要はあり  

ません．   

工欄…お勤め先の本社、本店等の所在地をでき  

るだけ詳しく記入してください。詳し＜わ   

から琴い場合は市区町村名でも結構です。  

国民年金の場合は、当時の住所をでき  
るだけ詳し＜記入して＜ださい。   

オ欄…勤務期間または国民年金の加入期間を記入   

しノこ＜ださい。詳し＜わからない場合は、  

「00年00月頃」または「00年の春（夏   

秋冬）頃」といった記入でも結構です。   

力欄…  

・当時の「年金手帳」または「厚生年金保険   

被保険者証」をお持らの方は「記号番号」   

を記入してください。わからない場合は、   
省略しても結構です。  

・婚姻・養子縁組などで姓が変わる前の記録   

がもれている場合には、旧姓をご記入くだ  
さい。  

◎お送れしノたすべて■の汽にi二厄l賓客末ミ酷いします〈  
命記入にあたっては、同封のり一つレ、ソト茶会竜にして∵ください∧  

ゐi二記入いただいだ内衷について‾は秘索芥寺nます＿  

1・はじめに、下の太枠内にご記入＜ださい8   （提出年月白 平成2∂年5月ハつ日）  

お届けした氏名・生年月日・住所が  
異なっている場合には、お手数です  

が、別途、お近くの社会保険事務所  
又は年金相談センターの窓口で、変更  
の手続きをお願いします。  

必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

」声二／手ユノ ノlナ．⊃  

987654321012  
手金 好子   

77年 4月 2 日  

瑚註楓弓有7－ナ4－2ナ  

ご本人が病気、ケガなどにより記入で  

きず、代理の方がこの回答票を記入さ  
れた場合に、ご記入ください。  

代理人連紹先  （   ）  

した年金記録の内容に、「もれ」や「間違い」がありますか。  
二確認いただき、該当する方に○を記入して＜ださい．）  

「もれ」や「闇違い」があ孟（→3．4．にお進みの上、裏面を必ずこ賢ください。）  

「もれ」や「間違い」が盆山（→4．にお進みの上、同封の返信用封筒でこ返送＜ださい。）  

◆2～3ページを参考に、年筆記録に   
もれがないか、記載内容に間違いが   
ないか、十分にご確認いただき、該当   
する方に○を記入してください。  

◆回答する前に、わからないことや疑問   
な点があれば、必ずお近くの社会保険   
事務所または年金相談センターにお越   
しいただくか、「ねんきん特別便専用   
ダイヤル」にお電話ください。  

3．上の2．一《宣）  んだ場合は、追加すべき記録の内容や、修正すべき記録の内容を記入して＜ださい。  

（フリカナ）  

りお勤め先の名称または  
共済組合名等  

工お勤め先の所在地または国   
民年金に加入していた当時   
の住所  

オ如法朋嘲または   
国民年金加入親閲  カ年金手喋の記号番号  当時の旧姓  

タカイ〃 カブシ手ガー′シャノ  

卵7fI 3月 3／日まで  萬5年J胃／日から  

康京都影塵g  
局井戸ガβ一5一イ  虐＃戸深慮合＃  

踊汀J∂月／日から  

磨59年 夕 月 3ク日才で  

虐京叡浮身区  
訂尿砂「ナ・二2  

年  月  日から   

汀  月  日まで  

以前に、卿  
の旧姓と姓が変わった年月をこ記入＜ださい  

前にも年金に  

◆平成8年12月以前に婚姻・養子   
縁組などで姓が変わった方で、姓   
が変わる前にも年金に加入したこ   
とがある方は、その当時の記録が   
別々になっているかもしれません   
ので、旧姓と姓が変わった年月を   
ご記入ください。   

姓が変わった年月   

J鈴′木‘一瞥子  好イβ年／0月  

妊カI変わった年月  

※共済制度については、制度が異なるため、別途、共済   
制度力＼らも加入記録をお知らせしますので、その際に   
訂正が可能です。  

お問い合わせ先は、6ページの：’ま）貫寿昭  

（注）3．及び4，について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに  
ご記入ください。  

－4－  ー5－  

担ナ  二＝，ワニ∴＿＿▼▼¶▼，＿・ － － 



「ねんきん特別便」の発送予定件数について  

平成20年2月19日時点（見込み）  平成19年12月11日時点（推計）   

年金受給者   約250万人  

【約300万件】  

年金受給者 約230万人  

【約270万件】  
＞  

現役加入者 約690万人  

【約820万件】  

現役加入者   約600万人  

【約800万件】  

＞  

※ 第1次名寄せ分等には、年金手帳言瀞号払出簿等を参照して氏名等を補正した記録分（第1次・第2次名寄せを同時に実施）が含まれている。  

次名寄せ分  第2次名寄せ分  

約100万人～200万人  約110万人  

【約115万件】  

こ∴手二  

詣ほ・A  

年金受給者  約50万人  

【約55万件】  

現役加入者  約60万人  

【約60万件】   

N   



「ねんきん特別便」の状況（平成20年2月19日現在）  

発送  回答  対策   

発送日   年金受給者   現役加入者  未到達1月7日時点 2千人強（0．5％）  毎月住所変更届の有無を確認し、変更届があれば再送付、なければ市   
→2月19日現在 7千人強（0．4％）   町村や事業主の協力を得て住所調査を行い、判明した新住所地に送付。  

19年  
未回答  

12月17日   約30万人   1月7日時点約32万人（65．7％）  発送から3か月後及び6か月後を目途に順次、はがきによる記録の確   

25，26日  約18万人  認のお願いを実施。さらに回答のない方には訪問等を実施。  
2月19日現在約97万人（5了．9％）  

20年  訂正あり  

1月9日  約12万人  

16日  約13万人  1月7日時点  
23，24日  約30万人  約2万人（4．4％）  再裁定等の手続を行う。  
30日  約5万人  

2月6日  約20万人  2月19日現在  
13日  約40万人  

回答  
約17万人（10．3％）  

計約168万人  
・封筒に、十分な確認を促すための注意喚起を付記。（1月16日より）  

1月7日時点  ・ご本人の記録である可能性が高いと考えられるもの（既に基礎年金番  

約16万人  号で管理されている記録と今般の名寄せで該当した記録に期間の重  

（33．8％）  複がなく、かつ、末続合記録に結び付く同一氏名等の方が他にいない  

訂正なし  
2月20日  

場合等）について、電話や訪問による入念的な照会を実施。（1月2  

27日  約24万人  
5日より）  

約70万人  1月7日時点  ・電話や来訪による照会や相談において、より具体的な情報を提供する  

（41．7％）   約14万人（29．4％）   

約35万人 約89万人                                      約40万人  

などにより、より積極的に記憶の呼び起こしを働きかける。（1月3  

1日より）  

2月19日現在   ・加入履歴のチェックのポイントを分かりやすく示した注意喚起の資料  

約53万人（31．4％）   を追加送付。（2月6日より）  

・2月6日前に送付した方に対して、注意喚起の資料を含め、「ねんき  

ん特別便」を再送し、必ず相談・確認・回答いただくことを徹底。（3  

月下旬）  



「ねんきん特別便」の回答状況について（2月19日現在）  

社会保険庁  

12／17  12／25・26 1／9 1／16  1／23・241／30  2／6  2／13   

約17万人〔回答のうち24．7％〕  

（注）「訂正」は、社会保険事務所等で受け付けた「年金加入記録照会票」の数である。   



「年金記録問題に関する今後の対応」（平成20年1月24日年金記録問題に関する関係閣僚会議決定）  

等を踏まえた「ねんきん特別便」に関する取組について  

① 「必ずご確認1ご連絡をお願いします」の同封  

○ 加入履歴のチェックポイントを分かりやすくお示しした資料を新たに「ねんきん特別便」に同封（2月   

6日発送分～）。すでに「ねんきん特別便」を送付した方に対しても追加送付。  

「ねんきん特別便相談対応マニュアル」の改訂  

O 「年金記録問題作業委員会」において取りまとめた「ねんきん特別便に係る今後の情報提供について」等   

を踏まえて改訂し、来訪や電話による相談対応に際して、相談者の方に対して懇切丁寧により具体的な情報   

をお伝えし、相談者の方の記憶の呼び起こしを積極的に働きかけることとした（1月31日～）。  

③ 政府広報等による注意喚起  

○ 当面の政府広報等は、これまでの状況を踏まえ、以下の点に留意して実施。   

・ご本人による回答の前に、社会保険事務所や「ねんきん特別便専用ダイヤル」等に照会していただくよ  

う促す。   

・受け取る年金額が増額となる具体例を示す。   

・特に、平成8年12月以前に旧姓で年金に加入していた方に対して重点的に注意喚起を行う。   

【備考】  

・ 「訂正なし」の回答への対応については、当面の対応として、ご本人の記録である可能性が高いと考えら   

れるもの（すでに基礎年金番号で管理されている記録と今般の名寄せで該当した記録に期間の重複がなく、   

かつ、末続合記録に結び付く同一氏名等の方が他にいない場合等）について、電話や訪問による入念的な照   

会を開始したところ。  

bl■ヽ   



必ずご確認・ご連絡をお願いします  年金受給者用   

あなたの年金に結び付く可能性のある年金加入記録がみつかりました。   

記録が変われば年金支給額が増える可能性が高いので、お送りしたねんきん特別便の「あなたの加入記録」の部分を  

確かめていただき、必ず、年金加入記録照会票に記入の上、社会保険事務所におこしいただくか、ねんきん特別便専用  

ダイヤル（0570－058－555）にご連絡をお願いします。   

社会保険事務所窓口や、ねんきん特別便専用ダイヤルでは、あなたの年金に結び付く可能性のある記録の  

※以下は、一つの記載例ですが、赤字の㊦④⑳の見方を参考に確かめてください。  

②   ③加入制度  ④お勤め先の名称または共済組合名等  ⑤資格取得年月日   
番号  

⑥資格喪失年月日  ⑦加入月数   

㊥この前の期間について、加入歴はございませんでしょうか？  

船保  ABC船舶  昭和46．10．1 114  

■－■■■■■llll■■●■■■■  

2  国年  国民年金  手1・ 
l  

3  厚年  年金鉱山株式会社  
′●■●■●■●●●■●●●●●●  

…④空白の  2年5相聞の空白 

4  厚年  東京株式会社  

…しょうか？  
、……………●  

5  共済  00共済組合  
l■■■■■■－－■■■  

6  国年  国民年金  

⑳このあとの期間について、加入歴はございませんでしょうか？  



必ずご確認・ご連絡をお願いします  被保険者用   

あなたの年金に結び付く可能性のある年金加入記録がみつかりました。   

記録が変われば年金支給額が増える可能性が高いので、お送りしたねんきん特別便の「あなたの加入記鉄」の部分を  

確かめていただき、必ず、年金加入記録照会票に記入の上、社会保険事務所におこしいただくか、ねんきん特別便専用  

ダイヤル（0570－058疇555）にご連絡をお廉いします。   

社会保険事務所窓口や、ね棚こ結び付く可能性のある記録の  

※以下は、一つの記載例ですが、赤字の㊦④⑳の見方を参考に確かめてください。  

② 番号  ③加入制度  ④お勤め先の名称または共済組合名等  ⑤資格取得年月日   ⑥資格喪失年月日  ⑦加入月数  

㊦この前の期間について、加入歴はございませんでしょうか？  

船保  AB．C船舶  平成4．4．1‡  平成5．10．1  18  

2  国年  国民年金 
語E       の重複 が表示   ＃平成5．10．1  

平成7．5．1  19  

されている場合も、ご連  
－l  

3  厚年  東京株式会社絡をお願いします。  ＃平成7．4．1l  成8・4・1  
I 
12  

′◆…＝■■■●■▼■●…＝＝＝＝…＝＝－  

＿＿＿＿＿＿ 
・  

ふヶ月間の空白l  

4  共済  00共済組合  平成8．10．00  成12・4・00 

世んでしょうか？ 
…l   

4年間の空白   

～…………………………………；l  l■－－－■■－■■■■  
5  厚年  高井戸社会保険株式会社 平成16．4．1  l： 

I  

43  

l■tlll■llllllll■■■  

年金制度に加入しなくなった年月  

日を表示しています。現在加入中  

である場合は空欄となります。  

⑳このあとの期間について、加入歴はございませんでしょうか？  
………■‖‥‖■■■■■■■■■■‖■川■－■■■■■■■■■■■＝＝■■■■■■■■＝＝■＝＝＝＝＝＝＝＝＝■■■■■＝■■＝■■■＝＝■＝＝■■■■■■＝  



ねんきん特別便に係る今後の情報提供について  

平成 20 年1月 25 日  

年金記録問題作業委員会  

1．基本的な考え方   

本年3月までを目途に行っている「ねんきん特別便」は、5000万件の末続合記録と1億  

人の記録とのコンピュータ上の突合せの結果、結び付く可能性のある方々を対象としてい  

る。「ねんきん特別便」の送付を受けられた方々においては、十分にご記憶を喚起の上、回  

答をいただくようお願いしているが、現在、「ねんきん特別便」を送られている方々は受給  

者であり、古い記録も多く、「訂正なし」の回答に係るサンプル調査の結果等を踏まえると、  

より効果的に記憶を喚起するエ夫を講じるとともに、提供する情報をより具体化し、懇切  

丁寧な相談を行うべきである。   

なお、ご本人の記憶の確認に当たっては、個人情報保護の観点から必要な配慮を行うべ  

きことは言うまでもない。  

2．今後の情報提供の基本的な方針   

名寄せの結果、結び付く可能性があると考えられる年金記録を正しく結びつけるために  

は、①年金制度への加入期間、②加入年金制度、及び③国民年金の場合には市区町村名、  

厚生年金の場合には勤め先の所在地・名称のそれぞれが、ご本人の記憶と結び付く可能性  

のある記録と内容的に合致していることが必要である。  

（1）来訪相談における対応   

ア コンビューータ上の突合せにより出てきた記録が相談に来られた方のものである可能  

性が高い場合※、次の情報を提供する。  

※ その方の年金記録上の加入期間の空白の期間に、結び付く可能性がある記録  

が当てはまり、かつ、その記録についてコンピュータ上の突合せで同姓同名・  

同生年月日の方がいない場合。   

（か 年金制度への加入期間、加入年金制度の種別  

年金制度への加入期間の年月及び国民年金、厚生年金等の加入年金制度の種別に  

ついて情報を提供し、確認していただく。   

② 国民年金の場合の居住市区町村名  

相談におけるやり取りや内容などにより、記録が明らかにその方に結び付かない  

と考えられる場合を除き、都道府県名及び市区町村名をお伝えし、ご本人に確認し  

ていただく。  
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③ 厚生年金の場合の事業所の所在地、業種・事業形態及び名称  

相談におけるやり取りや内容などにより、記録が明らかにその方に結び付かない   

と考えられる場合を除き、事業所の所在地、業種、株式会社・有限会社等の別、及   

び名称をお伝えし、ご本人に確認していただく。  

イ 上記ア以外の場合   

① 年金制度への加入期間、加入年金制度の種別  

上記アと同様とする。ただし、他の方の記録である可能性があることを考慮し、  

お伝えする方法について工夫する。   

② 国民年金の場合の居住市区町村名  

上記アと同様とする。ただし、他の方の記録である可能性があることを考慮し、  

お伝えする方法についてエ夫する。   

③ 厚生年金の場合の事業所の所在地、業種・事業形態及び名称  

上記アと同様とする。ただし、他の方の記録である可能性があることを考慮し、  

固有名称以外の情報を提供することとし、固有名称についての記憶の喚起を促す。  

（2）電話相談の場合  

上記ア・イの場合に準ずる。ただし、電話相談の場合には本人確認がしにくいことな   

ど対面相談ではないという特性を考慮し、記録がその方に結び付かないと考えられる場   

合には、上記アのうち、①年金制度への加入期間、国民年金、厚生年金等の加入年金制   

度の種別までとし、社会保険事務所の来訪相談へ行かれるよう促す。  

（3）留意事項  

具体的な情報提供に当たっては、勤務先事業所近辺の有名な建物等の付随的な問いか   

け、都道府県から市町村など対話形式による順次の絞り込みなどをエ夫する。  

また、「見方が分かりにくい」など、一般的照会に対しても、具体的記述に言及できる   

ようにするなど、今後の状況に応じて更なるエ夫に努める。  

さらに、社会保険労務士による相談の活用を図る。  
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コンピュータ上の突合せにより出てきた記録が相談に来られた方のものである蓋然  

性が高い場合の来訪相談の流れの概要  

調査・確認。  その記録につし  その記録についての  

相談の終了。  相談の終了。  

訂正あり：「年金加入記録照会票」  

のご提出、記録の統合手続へ。  

29   



コンピュータ上の突合せにより出てきた記録が相談に来られた方のものである蓋然  

性が高い場合以外の場合（間1の対象となった相談者以外の相談者の場合）の来訪相  

談の流れの概要  

①加入期間■②加入年金制度の種別を提供  

i）①又は②の一部一致  

ii）記憶がないか、分からない  ①及び②の一致  

大括り③国民年金の場合：当時お住ま  
いの都道府県名  

大括り④厚生年金の場合：当時のお勤  
め先の所在地、業務・事業形態及  
び名称（固有名を含まないJ  

を提供  （卦国民年金の場合：当時お住まいの  

市区町村名  

④厚生年金の場合：当時のお勤め先  

の所在地、業務・事業形態及び  

名称（固有名を含む。）  

を提供  

（卦又④の一部一  
致 又は  
記憶無し・不明  

③及び④が  
一致  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

とが一致。  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

とが一部一致か記憶  

がない。  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

とが明らかに一致し  

ない（ご本人による  

否定）。  

調査・確認。  その記録についての  

相談の終了。  

その記録についての  

相談の終了。  

日  

があれば、ご相談の継続。  
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電話相談の流れの概要  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

が一致。  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

が一部一致、又は不  

明。  

記憶と結びつく可能  

性のある記録の内容  

が明らかに・一致しな  

い（ご本人による否  

定）。  

社会保険事務所での  
相談のご案内  

社会保険事務所での  
相談のご案内  

社会保険事務所での  
相談・「確認はがき」  

のご案内  
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ねんきん特別便に「訂正なし」と回答した方に対する  

入念照会の状況  

平成20年3月3日  

社 会 保 険 庁  

【入念照会の概要】  

○これまでに送付した「ねんきん特別便」に関して、「訂正なし」の回答   
をいただいた方のうち、その方の記録である可能性が高いと考えられる   
方（ご本人の基礎年金番号の記録と、それに結び付く可能性のある記録   
との間に期間の重複がなく、かつ、結び付く可能性のある方が他にいな   
い方）について、平成20年1月25日より、電話及び個別訪問による   

入念照会を開始したところであり、これまでの状況は以下のとおりである。   

L」入念照会を行旦た麦  

17，103人（平成20年2月15日現在）  

の確認結果  2．記   

確認の結果  人  数  割  合   

ご本人の記録であると確認できた方   13，426   78．5％   

情報提供を行ったが、ご本人の記録で   
3，677   21．5％   

あると確認できなかった方   

計   17，103   100．0％  

※回答をいただいた方に対し、結び付く可能性のある記録の加入期間、年金種別  

を示すとともに、その記録が厚生年金の場合は事業所名及び事業所の所在地   

市区町村を、国民年金の場合は当時の住所地市区町村を示した。   

※「ご本人の記録であると確認できた方」については、社会保険事務所又は年金相   

談センターに来訪していただき、記録の訂正の手続きを行っていただくようお願  

いしている。   

鞋 社会保険事務所等への相談等の状況  

相談の有無   人  数   割  合   

社会保険事務所や年金相談センターに来   

訪相談をした方   
556   3．3％  

「ねんきん特別便専用ダイヤル」に電話   

相談をした方   
127   0．7％  

電話と来訪いずれも相談をした方   24   0．1％   

相談をしていない方   16，396   95．9％   

計   17，103   100．0％   

ー1－  
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4．確認はがきで「訂正がなしり と回答した理由  

：がない」と回答した理由   人  数   割  合   

録  7，532   44．0％   

年  2，074   12．1％   

金  1，791   10．5％   

録  1，218   7．1％   

法  1，067   6．2％   

が  1，034   6．1％   

年  

（  

905   5．3％   

関  841   4．9％   

年  298   1．8％  

343   2．0％   

計   17，103   100．0％   

年金記  

すでに  

他に年  

年金記  

手続方  

年金額  

自分の  

かった  

あまり  

現在の  

その他  

ー2－  
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平成20年3月3日  

社 会 保 険庁  

「ねんきん特別便」送付対象者の回答状況について  

1．調査の概要  

「ねんきん特別便」の送付を開始した12月17日の送付対象者、及び「ねんきん特別  

便」に年金記録の見方のポイントを同封し始めた2月6日送付対象者のそれぞれについ  

て、1000サンプルを抽出し、104の電話照会で電話番号が判明した方にアンケート調  

査を実施した。調査は2月22日～24日にかけて、全国の社会保険事務所において行  

った。  

2．調査結果の概要  

（1）サンプル調査の回答の状況  

12月17日発送分  2月6日発送分  合計   

回答あり   433   42．9％   436   43．2％   869   43．0％   

回答なし   21   2．1％   16   1．6％   37   1．8％   

示在   141   13．9％   162   16．1％   303   15．0％   

電話番号不明   415   41．1％   395   39．1％   810   40．1％   

合計   1，010   100．0％   1，009   100．0％   2，019   100．0％   

（2）回答ありの場合の手続きの状況  

12月17日発送分  2月6日発送分  合計   

照会票提出   70   16．2％   73   16．7％   143   16．5％   

確認はがき提出   195   45．0％   137   31．4％   332   38．2％   

未手続き   168   38．8％   226   51．翻ら   394   45．3％   

合計   433   100．0％   436   100．0％   869   100．0％   
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（3）回答までに要する期間（回答ありの方に対する割合）  

12月17日発送者（回答あり433人）  2月6日発送者（回答あり436人）  

照会票  割合  確認はがき  割合  合計  割合  照会票  割合  確認はがき  割合  合計   割合   

受領の週   6   1．4％   46  10．6％   52  12、0％   9   2．1％   27   6．2％   36   8．3％   

1週目   16   3．7％   91  21．0％  107  24．7％   30   6．9％   80  18．3％   110  25．2％   

2週目   18   4．2％   35   8，1％   53  12．2％   34   7．8％   30   6．9％   64  14．7％   

小 計   40   9．2％  172  39．7％  212  49．0％   73  16．9％  137  31．6％  210  48．5％   

3週目   8   1．8％   6   1．4％   14   3．2％  

4週目   3   0．7％   9   2．1％   12   2．8％  

5週目   4   0．9％   4   0．9％   8   1．8％  

6週目   4   0．9％   1   0．2％   5   1．2％  

7週目   3   0．7％   0．2％   4   0．9％  

8週目   4   0．9％   2   0．5％   1．4％  6  

9週目   0．2％   0   0．0％   1   0．2％  

10週目   3   0．7％   0   0．0％   3   0．7％  

合 計   70  16．2％  195  45．0％  265  61．2％   73  16．7％  137  31．4％  210  48．2％  



照会票の提出状況  

受領の週 1週目   2週目  3週目  4週目  5週目  6週目  7週目  8週目  9週目 10週目   
」 Ⅶ山二二二二二  
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相談体制の強化について  

① 社会保険事務所等の相談体制の拡充  

「ねんきん特別便」の送付の本格化に伴い、相談体制を順次拡充。  

○ ねんきん特別便専用コールセンターの最大席数  

350席（19．12．17）→ 700席（20．1．21）→1000席（20．2．12）（→最大1300席まで拡充）  

○ 社会保険事務所の窓口相談   

一 乗訪相談用の臨時相談窓口の設置  

・社会保険庁OB、社会保険労務士等に協力を求め、相談窓口に配置  

・来訪相談の増加、相談後の記録の確認・補正業務に他の部門の職員を弾力的に配置  

・事務所間の職員の配置の弾力化  

○ 出張相談等の実施  

社会保険労務士の協力による相談の実  

身近な場所で気軽に相談できるようにするため、社会保険労務士の協力を得て、以下について着手又は準備中。  

・全国の社会保険労務士事務所及び都道府県社会保険労務士会の年金相談センターで相談を実施  

・協力を得られる市区町村、郵便局、農漁協において、社会保険労務士による相談を実施  

・各都道府県社会保険労務士会に窓口装置（WM）を貸与予定  

・これらの取組に係る周知・広報  

訪米ヰU－の  
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亘車古ニーナ＿  

年金記録の統合等に係る作業の主な進捗状況（ポイント）  

《平成20年2月15日現在》  

r5000万件」の名寄せ一加入履歴等のお知らせ（ねんきん特別便）  

O「5000万件」の記録と1億人の記録とのコンピュータ上での突合せを順次実施中。  

○ 平成19年12月17日から、第1次名寄せの結果記録が結びつく可能性がある年金   

受給者へ、「ねんきん特別便」を順次送付中。これまでに約168万人の方へ送付済。  

→ 平成20年3月末までに、名寄せの結果記録が結びつく可能性がある年金受給者及  

び現役加入者に順次送付する予定。  

（注）名寄せの内容  

第1次名寄せは、氏名・性別・生年月日の3項目で名寄せを実施した上で、基  

礎年金番号で管理されている年金加入記録と期間重複チェックを行うもの。  

第2次名寄せは、上記3項目の一部について条件を緩和し、名寄せ等を実施す  

るもの（〕  

相談■広報  

○来訪相談、巡回相談及び電話相談を強化。  

・相談件数の増加に合わせて、市町村や商工会議所、商工会等で行う巡回相談を強化。  

・「ねんきん特別便」専用ダイヤルを拡充。  

700席（平成20年1月21日）→1000席（平成20年2月12日）→ 最大1300席  

○広報  

・社会保険庁のHPに「ねんきん特別便」のコーナーを開設（平成19年12月14日）。  

「ねんきん特別便」の送付に合わせ、趣旨、加入記録の確認方法や、記録訂正の手   

続等について、新聞、TV、ラジオ、HPを中心として周知広報を実施（平成19年   

12月～。例：新聞折込広告（平成19年12月17日））。   

→ 市町村、経済団体、企業、社会保険労務士等との協力・連携の下に、国を挙げて、記   

録確認の周知徹底、ねんきん特別便の内容・手続等に関する広報、相談体制の確保等に   

取り組む。  

コンピュータの記録と台帳等の記録の突合せ  

○ 被保険者台帳等の社会保険事務所における保管状況、市町村の国民年金被保険者名   
簿の保管状況等を把握、公表（平成19年8月23日、9月10日）。  

○ 記録の突合せ   

■ 厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査を実施中（平成20年1月17日～）。   

→ 来年度以降、厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査の結果の分析等を行う。   

→ 国民年金の特殊台帳等の記録の突合せについて、具体的な実施方法等を検討。  
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年金記録の統合等に係る作業の主な進捗状況（ポイント）  

《平成20年2月15日現在》  

O「5000万件」の記録と1億人の記録とのコンピュータ上での突合せを順次実施中。  

○ 平成19年12月17日から、第1次名寄せの結果記疲が結びつく可能性がある年金   
受給者へ、「ねんきん特別便」を順次送付中。これまでに約168万人の方へ送付済。   

→ 平成20年3月末までに、名寄せの結果記録が結びつく可能性がある年金受給者及  
び現役加入者に順次送付する予定。  

（注）名寄せの内容  

第1次名寄せは、氏名・性別・生年月日の3項目で名寄せを実施した上で、基  
礎年金番号で管理されている年金加入記録と期間重複チェックを行うもの。  
第2次名寄せは、上記3項目の一部について条件を緩和し、名寄せ等を実施す  

るもの。  

相談・広報  

○来訪相談、巡回相談及び電話相談を強化。   

一 相談件数の増加に合わせて、市町村や商工会議所、商工会等で行う巡回相談を強化。   

■ 「ねんきん特別便」専用ダイヤルを拡充。  
700席（平成20年1月21日）→1000席（平成20年2月12日）→ 最大1300席  

○広報  

・社会保険庁のHPに「ねんきん特別便」のコーナーを開設（平成19年12月14日）。  

・「ねんきん特別便」の送付に合わせ、趣旨、加入記録の確認方法や、記録訂正の手   
続等について、新聞、TV、ラジオ、HP 
12月～。例：新聞折込広告（平成19年12月17日））。  

→ 市町村、経済団体、企業、社会保険労務士等との協力・連携の下に、国を挙げて、記   
録確認の周知徹底、ねんきん特別便の内容・手続等に関する広報、相談体制の確保等に   
取り組む。  

コンピュータの記録と台帳等の記録の突合せ  

○ 被保険者台帳等の社会保険事務所における保管状況、市町村の国民年金被保険者名   
簿の保管状況等を把握、公表（平成19年8月23日、9月10日）。  

○ 記録の突合せ   

一 厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査を実施中（平成20年1月17日～）。   

→ 来年度以降、厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査の結果の分析等を行う。   
→ 国民年金の特殊台帳等の記録の突合せについて、具体的な実施方法等を検討。  
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※詳しい情報は、年金記録の統合等に係る作業の進捗状況HPへ  
（http：／／vw，Sia．goJp／top／kaikaku／kiroku／07O831shintyoku．htm）  

年金記録の統合等に係る作業の進捗状況 《平成20年2月15日現在》  

進捗状況（～20年2月15日）   今後の予定（～20年3月〉   今後の予定（20年4＝月～）   

O「年金記録に対する信頼の回復と新たな年金記録管理体制の確立について」  
（年金業務刷新に関する政府・与党連絡協議会とりまとめ）を策定・公表（19年7月  

O「年金記録適正化実施工程表」を策定・公表（19年8月23日、9月10日改定（広報・  

全体  
相談関係追加））  
＊http：／／www．sia．goJp／top／kaikaku／kiroku／pdf／1，Pdf  
○日々の年金相談等により、害己録の統合が進展  5日） ＊http：／／www．sia．goJp／top／kaikaku／kiroku／070706taisei．htm     ＊約5 

．〇35万件（1∈；年6月末）→約ヰ．870万件（19年7月未）〔約220万件減少〕   
→約4．710万件（20年1月末）〔約385万件減少〕  

O「年金記録問題に関する関係閣僚会議」に「年金記録問題に関する今後の対応」を  
提出（20年1月24日）  

名寄せとねんきん特別便の送付脚結びつく可能性がある方）（19年12月～20年3朋途）  名画率率州   
日）し、引き続きシステム開発を実施中  ○被保険者との名寄せ（第1次・第2次）を、引き続き実施（19年12月～20年3月目途）  
○氏名等が収録されていない記録（約524万件）について、年金手帳記号番号払出簿  

瑠諜票藷諾給‡ねん写譜賢豊富評者）  O「名寄せ」「ねんきん特別便」に関するシステム開発に係る契約を締結（19年8月30  ○年金受給者との名寄せ（第2次）を、引き続き奏魂十指毒12月＝乏b牽5月目途）  

等を参照して、記録を補正する作業を実施（19年9月7日～20年1月10日）  
○年金受給者との基本（第1次）名寄せを実施（19年11月－12月）  
○年金受給者との名寄せ（第2次）を開始（19年12月－）、順次名寄せを実施中  

基礎年金番号に結びついて  
0被保険者との名寄せ（第1次・第2次）を開始（19年12月～）、順次名寄せを実施中  

いない「5000万件」の記録 の名寄せ・加入履歴等のお                           ○第1次名寄せの結果、記録が結びつく可能性がある年金受給者へ、お知bせを順次  ○名寄せの結果記録が結びつく可能性がある方へ加入履歴等のお知らせ（「ねんきん  ○加入履歴等のお知らせ（又給者）（20年4～5月目途）  
知らせ（ねんきん特別便）  送付中（19年12月1フ巳－）   特別便」）を、引き続き送付（19年12月17日～20年3月目途）   ○加入履歴等のお知らせ（被保険者）（20年6月”10月目途）  

＊送付件数1．682．051件（20年2月15日現在）   O「訂正なし」と回答いただいたもののうち、内容からみて優先度が高いと思われるもの  
回答数545．570件（20年2月7日現在）  について、引き続き入念的な照会を実施  
＊相談状況  
1．電話相談147，849件（20年2月7日現在）  
2．来訪相談156，865件（20年2月7日現在）  

基  ○封筒に、確認に当たって来訪や電話による照会・相談を促す注意書きを付記（19年  
碇  1月16日～）  
年  O「訂正なし」と回答いただいたもののうち、内容からみて優先度が高いと思われるもの  
金  について、入念的な照会を開始し、順次実施中  
番  ○加入履歴のチェックポイントを分かりやすく示した資料を同封して送付（20年2月6日  
一宇  

の  年齢別亜入細如悉皆調査等  
記  

録 の  引き続き解離臥噂次削込みを進める  
統  
A  ○民間の専門家による分析チームを設置（19年8月20日）  O「5000万件」等の名寄せ作業と並行して、引き続き、解明のための分類作業、年齢別・li  
関  O「5000万件」の末続合記録の内容の全体像を推計・公表（19年12月11日）  
係  

加入期間別の調査等を実施○名寄せ作業では特定できない記録について、内容を解明し、それぞれに応じて記録を結びつけるための対策を実施  

名寄せのためのシステム開発  名寄せと記録が結びつくと思われる方への通知  
（19年8月～）  （～20年5月目途）  

件」への対応  「14芦0万件」及びr36万                                                                O「1430万件」イ36万件」に関するシステム開発に係る契約を締結（19年8月30日）  O「1430万件」イ36万件」の名寄せを行い、記録が結びつく可能性がある方へ通知を  
し、引き続きシステム開発を実施中  送付（～20年5月目途）  

O「名寄せ」に必要な旧台帳の情報を抽出し、入力対象者リストを作成（19年9月3日  
～20年1月31日）  

18年1d月以降これ苓でに発生した可能性のある重複イ寸番の解消に向けた個別新聞等の徹底した由査（19年10月以降蓬次）  

基礎年金番号の重複付番  
の解消及び発生防止  

新規付季の際の同一人調蚕の完全英施、重複付筆先隼を郎如防止疹後卿春） 

19 10  に いてl     、 の 午；にR 、 l一 口     ニーー  9 10   －  て             ノ ーP 、  百 日  
実施   実施  
＊重複付寄：臥392件（19年10月末現在）→503件（20年2月1日現在）   ○新規付番の際の同一人調査を完全実施、重複付番発生を徹底的に防止   

土   



進捗状況（～20年2月15日）  今後の予定（～20年3月）   今後の予定（20年4月～）   

はb年6激白途こ2b幸彦以降漣時－）  

・．    主。局を通じ、市区町村への協力依頼の通知を発出（19年   ○調査結果を踏まえチラシ等の調達手続を実施  ○介護保険料徴収に関する情報を活用し、注意喚起と呼びかけ（20年   
12月17日）し、あわせて協力に当たっての事前調査を実施  6月目途）  

記録乗合融こらし1七わシステム開発、企業年金蓮台余事への提供   

○チラシの記載内容について意見募集を実施  

介護保険料徴嶽た朋＃る情報を活用も、鐘意疾起と呼びかけ     ‥て  

○記録突合せについてのシステム開発、企業年金連合会等への提供   
○システム開発期間等の検討  （20年12月目途）  

ヽ・●・ヽ∴▼  

牒令重奏舶軸酸藤生車軸強癒着如へ¢渡河纏す紬如や‡亨鴻如せ組みわ軸蕗の虎如1綿如帥嘩ト 
‾   

共済過去記録の抽出の内容や方法等について、共済組合等と検討   ○共済組合等が抽出した共済過去記如受入泉   ○共済組合等が抽出した共済過去記録の受入れ  
旧令共済組合員期間の厚生年金被保険者期間への通幸田こ関する制度について、政  ○名寄せ、照会等   
府広報を実施（19年12月）  

相談体制の藍階  

○ んきん 別便に係る相談状況（再掲）  ○市町村、経済団体、企業等との協力・連携の下に、国を挙げて、記録確認の周知徹底、  

相談体制の拡充等  
1．電話相談147．849件（20年2月7日現在）  ねんきん特別便の内容ヰ続等に関する広報、相談体制の確保等を実施  
2．来訪相談156，865件（20年2月7日現在）  ・社会保険労務士会等の協力を得ながら市区町村、商工会議所等での巡回相談及び  
O「ねんきん特別便相談対応マニュアル」を改訂（20年1月31日）  社会保険革帯所における相談窓口を拡充  

・各企業の社会保険委員や社会保険事務担当者の方々に対し、「ねんきん特別便」の  
被保険者への転送等について協力を依頼  
○社会保険労務士会の協力を得て、市役所、郵便局、農協等の一角で「ねんきん特別  
便」に関する相談等を実施  

市区町割における籠回柏餅の定期的劇画的さ実施等  

07月かbll月までに全国1．827市区町村（20年1月15日現在1．818市区町村）   ○市区町村役場を活用した巡回相談の継続実施及び拡充  
市町村における  ○必要に応じた市区町村に対するホットライン開設の継続  

＊226．245人の方々が来訪  
巡回相談の実施等  

相  を結ぶホットラインを開設（19年7月末時点）  
談  0   

関  14日）  

係  

来訪  企郎よ葺串坤錬照会革にうい七必要に応じ七鱒力依頼 
相談  

相談機能の充実  イねんきん特別便」の被保険者への転送依頼  

を依頼するとともに、社会保険委員を対象とした研修を随時全国で実施  ・電話相談、来訪相談に関する留意事項の周知  
○商工会議所・商工会における巡回相談の継続実施及び拡充  

法知痘の高齢者の奉、癒翠に入所されている方等岸つし 

う、社会保険事務所に対して留意事項を通知（19年8月21日）  通知  
関係団体に協力要請（19年12月）  

企業等における  
同 一         の   排    た、に混乱する－とがなし＼よ  ○社会保険事務所に 訪できない方等の具体的対応について、各社会保険事務局に  



進捗状況（～20年2月15日）  今後の予定（～20年3月）  

○ねんきん特別便専用ダイヤルの拡充  
1000席（之0年2月12日）→ 最大1300席  

ねんきん特別便専用ダイヤル：1000  
ねんきんダイヤル：586  
ねんきんあんしんダイヤル：60   電話相談        社会保険庁による全国の電話相如ンターの機能の集約化、社会保険労務士寄居聞に協力を十分に得ながら、電話相談窓口の充実等電話相談体制を強化（19年7月以降逐次）          ねんきんダイヤル第1コールセンターを東京に開設（19年7月17日）         ねんきん特別便専用ダイヤルの設置（350席）（19年12月17日）        ねんきん特別便専用ダイヤルの拡充（350席→700席（20年1月21日）→1000席 （20年2月12日）） ＊応答席数（20年2月12日現在）     ○ねんきんダイヤル第2コールセンターを20年3月に開設   －ネットによる照会      桓間短慮く1も年7鳥目議）′1l            インタ「ネ井照会に係る広報の掛ヒ及び必要に応じた体制の整備        01D及び／くスワードの発行までの期間は、8月中に平常ペースの2週間程度に短縮  

の実施  ＊申込み件数153．9万件 発行件数119．2万件（18年3月～20年2月11日累計）                年金記録間煽に関する広報の実施          年金記録間定引こ関し、政府広報等を随時実施  ○引き続き、対策の進捗状況を社会保険庁ホームページに掲載、更新       「年金記録に対する信頼の回復と新たな年金記録管理体制の確立について」の進捗  ○地方自治体、関係団体、報道機儲への説明を展開     状況を、社会保険庁ホームページに掲載（19年9月1日）、随時更新中  O「ねんきん特別便」に関する相談の案内を拡充     ＊http：／／www、Sja．goJp／top／kaikaku／kiroku／070831shintyoku．htm 「ねんきん特別便」のコーナーを社会保険庁ホームページに開設（19年12月14日） 新聞折込広告（タブロイド版4面）を3000万部配布（19年12月17日） 「16姓履歴の申出集中キャンペーン」を実施中（20年2月～）  O「旧姓履歴の申出集中キャンペーン」を引き続き実施   
ピ  

○国民年金特殊台帳の記録の突合せを実施  

を公表（19年8月23日）  

市町村■社会保険庁において保管媒体l‾応じた準備作業（名簿の出力 整理専）の実施一突合せの具体的な実施方法の検討  

○市町村における国民年金被保険者名簿の保管状況について公表（19年8月23日）   ○市町村・社会保険庁において、保管媒体に応じた準備作業（名簿の出力、整理等）の  
○社会保険事務所における国民年金被保険者名簿（社会保険事務所移管分）の保管  
状況について公表（19年9月10日）  

サン九調如実抵方法の鮒・サンプル調査¢実施  サンプル舶の軍畢の餅等  

05月時点での社会保険事務所における厚生年金被保険者名簿等の保管状況につい  ○厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査の結果の分析を行い、優先  コ ン  ロ l タ の 記 録 と 円 【コ  国民年金特殊台帳の記録 の突合せ        市町村・社会保険庁において、保管媒体た応じた準備作業（名如出九蜘等）の黄塵巨突合せの具体的な真如法の鮒  l    突合せの実施         05月時点での社会保険事務所における被保険者台帳の保管状況について調査結果         国民年金被保険者名簿の 記録の突合せ                         帳 等 の 記 録 の 突 円 Eコ せ       検討・突合せの具体的な実施方法の検討   厚生年金被保険者名簿等 の記録の突合せ                 ！蔓                    て調査結果を公表（19年8月之3巳） ○厚生年金被保険者名簿等のサンプル調査を実施中（20年1月17日～）    順位や効率的な実施方法を検討   
システム聯・刷新システム臥（23年鹿朋途）  

新たな年金記録管理システムの  
構築〈レガシーシステムの刷新）   bテ夜会碩蔭套海面東海ニジえ享ム衰適イ唇†面iゐ豪要そ†畠李5宵） 6融f摘蘭滴軒 

○基本設計書の作成（19年3月）  
○詳細設計以降の設計・開発業務の調達に係る意見招請を実施（19年8月6日）  

年金時効特例法の対象となる方に、時効醐鮒支払手続用紙（トンアラウン庸式）細次鮒（1針年9月から1年以内を呂途）  

年金時効特例法により年金の増  
錮の対象となる方々へのお知らせ       ○手続の件数や支給決定件数について、社会保険庁HPに掲載し、随時更新  ○対象となる方に時効特例給付支払手続用紙（ターンアラウンド方式）を  

＊手続受付25．867件（20年2月10日現在）  引き続き送付  
＊支給決定17，114件（19年12月28日現在）  
○対象となる方に、時効特例給付支払手続用紙（ターンアラウンド方式）を送付  




